
                                                   令和７年４月１日

  
協力団体各位様 

 船橋市連役員各位様

船橋市空手道連盟

会長 三橋 勝吾



令和７年第２７回船橋市民空手道大会実施要項について（連絡）



記



１．令和７年第２７回船橋市民空手道大会 
  １）日 時  

 

 6月8日（日）第27回船橋市民空手道大会

午前   8時30分 市連役員・関係者集合   
       8時45分 入口開放（団体毎に座席指定します） 
       8時45分 受付開始

9時15分 開会式 
9時30分 試合開始 

午後   4時30分 閉会式



２）会 場 船橋市運動公園体育館

〒273-0866 船橋市夏見台6-4-1 
TEL 047-438-4461 
 
○駐車場の使用については市役所から駐車方法について指導を受けて
いますので、他車に迷惑になる駐車はやめてください。 
 
○体育館前駐車場は狭いためは市連役員及び招待審判のみの利用とし
ます。 
コート係及び選手等については、必ず陸上競技場側駐車場及びテニスコ
ート側駐車場を利用ください。 
 
○駐車場は有料で場所・時間で料金が違います。 
 
○本施設の駐車場は、他の一般の方や団体も利用しますので、極力公共
交通機関をご利用いただきますよう選手等にご案内いただきますよう
お願いいたします。 
 
 

２．主  催  船橋市教育委員会 船橋市スポーツ協会 
 
３．主  管  船橋市空手道連盟



４．協  賛  千葉県空手道連盟



５．試合規定 
  １）添付の”令和７年第２７回船橋市民空手道大会審判員確認事項”を参照ください。 

     
※拳サポーターは赤青を使用し、白は使用禁止となっています。 
また、シンガード・インステップガード等を使用すること。 

 



６．種 目 

 形 競 技  組 手 競 技 

1 幼年の部 17 幼年（男子）の部 

2 小学生1年の部 18 幼年（女子）の部 

3 小学生2年の部 19 小学生1年（男子）の部 

4 小学生3年の部 20 小学生1年（女子）の部 

5 小学生4年の部 21 小学生2年（男子）の部 

6 小学生5年の部 22 小学生2年（女子）の部 

7 小学生6年の部 23 小学生3年（男子）の部 

8 小学生有段の部 24 小学生3年（女子）の部 

9 中学生有級の部 25 小学生4年（男子）の部 

10 中学生有段の部 26 小学生4年（女子）の部 

11 高校生男子の部 27 小学生5年（男子）の部 

12 一般男子有級の部 28 小学生5年（女子）の部 

13 一般男子有段の部 29 小学生6年（男子）の部 

14 女子（高校・大学・一般）の部 30 小学生6年（女子）の部 

15 シニアの部（男子40歳以上) 31 小学生5/6年男子有段の部 

16 シニアの部（女子35歳以上） 32 小学生5/6年女子有段の部 

  33 中学男子１年の部 

  34 中学男子2/3年の部 

  35 中学生女子の部 

  36 高校生男子の部 

  37 一般男子有級の部 

  38 一般男子有段の部 

  39 女子の部（高校・大学・一般） 

  40 男子シニアの部（40歳以上） 

  41 男子シニアの部（50歳以上） 

  42 女子シニアの部（35歳以上） 

  注意）参加申込み選手が少ないときは種目の統廃合があります。

７．参 加 費  3,000円（組手、形共出場可）



８．申込締切    2025年5月3日必着 
        締め切り後は受け付けません。



９.大会出場申込先

2025選手申込書に入力の上、E-Mailにて下記まで申し込んで下さい。

    （参加申込書）については、メールに添付いたしますので、下記アドレスまでご連絡ください。

選手の参加種目の間違い等がないようにお願いします。

船橋市空手道連盟 事務局 高橋 誠

電子メール アドレス cbm16528@jcom.zaq.ne.jp 
 



１０．大会参加費及び広告料の振込先

千葉銀行 西船橋支店

普通 店番号 ０２９ 口座番号 ３１２８０９０

船橋市空手道連盟 石井敏博

 
１１．注意事項

 １）試合は全空連空手道連盟試合規定、審判規定により行います。（試合前の申し合わ
せ事項を除く。）

 ２）出場者は必ず安全具（拳ｻﾎﾟｰﾀｰ等）を着用すること。 
   詳細は添付の ”令和7年第27回船橋市民空手道大会審判確認事項 ”にて確認し

てください。 
 ３）選手は必ず何らかのスポーツ保険にはいること。 

試合中の身体事故は、当日に限り主催者の負担とし事後は本人の負担とする。 
 


                              



                            


